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Abstract : The Quaternary strata of the Pleistocene ，i.e.,higher, middle and lower terrace

deposits along the Soia river, Ehime Prefecture, are studied and clarified.The new strata

are defined as the Tamagawako Formation of the higher terrace gravel bed,:the Ohshita

Formation of the middle one and the Santanchi Formation of the lower one. These are

consisted of the fluvial gravel beds covered with talus and soils.And the Holocene Imabari

Formation is also defined, and these are correlated with those in Ehime Prefecture.
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　　　　　　　　　　　　　　　は　じめに

　満塩らは1966年いらい，高知県下各地め第四系や，更にに愛媛県・徳島県や香川県の第四系にづ

いても報告し，そして，それらを基にして，四国四県の第四系にっいても総括してきた（満塩・古

川, 1988 ； 満塩・加賀美, 1992).更にその後，四国吉野川（満塩・橋本, 1994)・物部川（満塩・

川口, 1993)・四万十川上流の広見川(MiTUSIO and Kashimか1994)・仁淀川支流の波介川（満

塩・野田, 1994)・僧都川支流の大久保川(MiTUSIO ｅt al, 1995)などの第四系についても報告

した．

　一方，鹿島らは愛媛県下の第四系について，広く環境地質の立場から報告してきた（鹿島・高橋，

1980a・b；高橋・満塩・鹿島, 1990；鹿島・袋瀬・満塩, 1991；鹿島 らバ993 ；1995).

　ここでは，愛媛県東予地方の高縄半島東北部の今治市及び玉川町付近を流れる蒼社川の第四紀の

環境変遷史について述べる（図１）．調査地域の蒼社川は玉川町から今治市を貫通して，燧灘に流

れ込む全長がほぼ20kmの２級河川である．この川には玉川町鮎川里付近で，玉川がほぼ東方から，

そして，木地川が南方から流入して来る．また，同地点から約3km北北東下流の同町大下付近では

寺川がほぼ南東方向から，更に約4km北北東下流の同町大野付近で大野川がほぼ西方から流人して

来る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト

　トなお，他地域の第四系については，別報の予定である．



120 高知大学学術研究報告ノ第肘巻ﾉｿﾞﾚ(1995年)=……:=自丿然科学ｿ

　　　　　　　　　　　　　　　　万　　地形・地質概要::……………:＼千丁……=こ一二=…………1………ﾔ万二=.j……………………　………

つ四国では√レー般に東西性の構造線に支配される,==……t:

に対して,＼北から南に向かった河口に近い地域では√ﾃﾅ･東.･西.j陸河川は谷の出口を本流に=よﾉうで閉塞さ

れ，:内部に湿地を形成している場合が多いレそ七了√……ﾚ･洪水宍.り寺゜4.1.ご.と･す･.搾

流して氾濫し,コ災害を与えることが多いのである＼(満塩)ﾉ野･田i｡･I.･･=四94).‥‥‥‥=………………

ﾉﾚ

＼十j　　｀J7｀ぬ

‥‥‥‥

‥‥十＼……

I

j………ﾄ…………:十ﾉ＼……

万

………j〉ﾚ:……

万

…

………万

…

…

……………:………/………万

　犬　　図１．四国の主要河川系，及びレ調査地域の蒼社川流域め位置＼(図3恍図6j)し

大枠は調査地域しＭ，松山市Ｔ:，高松市　Ｋ√高知市/.y･=..=Ij?Ｍ，松山市Ｔ:，高松市　Ｋ√高知市].jﾄ.二斗……;･.j･･:蒼i社Jl･1･･･.(調査流域)トy，吉野川

皿物部川バリアダｎ，仁淀川＼………:乱･,1)=四万十川1トjl.==∇･=……………I＼十＼＼ﾉ………

ごれらに対して，蒼社川の源流は愛媛県玉川町ｿと重信町ﾉと]:の境j=]I……宍白潰(標高t↓巧6m)や北麓を

源流としにその下流部を北東方向に下り,ト今治市jに広jが………る今治平野忙流出し‥瀬戸内海に往いでい

るに2級河川である蒼社川の流路延長山9.4kmとかﾉ:ｽﾞこ==り,ﾚし∧愛媛県下付……とまで:番目で万,:=本・支流合わせ

た流域面積は102.8km'であり,＼愛媛県下で↓3番目:に位置す岑広き首あくる.ﾉﾄ本一流万U

北から約90度東に屈曲し，同時に御後川とその支流の原田川が西方から流人して↓……:玉JIIダムヘと流

入する∠さらに↓　ダム下の同町鮎川里付近で√:士次支流の玉川石……=‥･呂.･その･2:.次I]支1一流懲ある木地川/･奈

良の木川が流人し，流路が東から北へ屈曲＼している∠やが七大下付近に達す右＼とレ①次支流の大野

川・寺川丿２次支流の与和木川・鍋地川，３次支流め西川y＼天切川が流人しし√=流路も北か∇ら北東へ

変わり，途中１次支流の谷山川を流入させて，瀬戸内海卜

　この蒼社川流域には，南端に明神ヶ森(1,216.9m)万万し･と万j ｿ(!｡232.7血)▽を最高峰犀jして，
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　　　　　　　　　　図２．愛媛県蒼社川全流域の河川断面図

Ａ，下流部　Ｂ，中流部　実線は各段丘面の分布範囲；　Ｈ，玉川湖面（高位段丘面）

Ｍ，大下面（中位段丘面）　Ｌ，三反地面（低位段丘面）
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源流から玉川ダムまで約1,000-300 m級の山地が河川両側:に北方へ続き，ダム以降では300-200 m級

の低い山地が川沿いに北方から北東方向にみられる．また，今治平野では, 200-100 mの数個の低

い山地・丘陵がみられる．最高峰は南東に霊仙山め156mがあり,=北西には近見山243.7mかおる．

　この河川流域にあたる本調査地域の地形は，山地･丘陵・段丘・沖積平野からなる．これらのう

ち，段丘地形は３段みられ，高位段丘・中位段丘・低位段丘である．さらに，沖積低地をなす今治

平野の平野部分が蒼社川沿いに広く分布しており，海岸から1-2kmが三角洲性の平野で，その内陸

は扇状地性の平野を形成している.犬　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　白

図２には蒼社川の縦断面を示している．また,つＡ・Ｂには拡大した縦断面と横断面を示している．

さらに，高位から低位までの各段丘面の高度分布の範囲=も示している．　　／

　当域を構成する基盤の地質としては，山地・丘陵地は領家帯の主として花肖岩類かごらなっている．

そ七て，第四系は以下のようである．　　　　　犬

　先段丘の前期更新統はみられないが，中期更新世の高位段丘は玉川湖層からなり，中位段丘は大

下層である．後期更新世の低位段丘は三反地層である．また，完新世の沖積層は今治層と命名した．

そして，これらの各地層はすべて新称であるご　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　犬
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命名者：五十嵐高雲/･満塩大洸ｉ鹿島愛彦(1995)ﾚ＼

模式地：愛媛県越智郡玉川町玉川湖(Loc.↓）………j=J
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　　　　　　　　　　図３．愛媛県蒼社川流域の第四系地質図

Ｌｏｃ.数字は各個柱状図の位置（図５）．ａ－ａ’／ｃ－ｃ’；断面図（図４）の位置．
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　図５．愛媛県蒼社川流域の第四系各個柱状図

位置は図３を参照．柱状図上の数字は標高（ｍ）

Ｈ,高位段丘ﾉ（玉川湖層）Ｍ,中位段丘（大下層）

Ｌ,低位段丘＼（三反地層）　＼＼

１０ｍ

Ｂ－１　後期更新世＝低位段丘堆積物，三反地層［河成］

　三反地層（さんたんちそう，新称）

　命名者：五十嵐高雲・満塩大洸・鹿島愛彦(1995)

し模式地：愛媛県越智郡玉川町三反地付近（L6･cﾝ5）/　ノレ　　　　　　尚

　分布：玉川町大下一三反地一大野

　層厚：　約2m

　標高：　海抜約80-60m　　　　　　　　　　　　　　　　＼

　本層のタイプ地域は玉川町三反地のLoc. 5にある．ここでｿは，層厚は約２ｍで，雑色の新鮮な円

傑層からなる．傑の形状は，最大疎か50cm,最小傑か0.2cm√卓越傑か15cmである．また，疎の

種類は花岡閃緑岩がその大部分を占め，その他に石英などを含む．この構成面は三反地面で，玉川

湖から大野川付近にかけてかなり広くみられるが，露頭はほとんどみられないi

　これらの低位段丘を構成する地層からは，時代を特定できる火山灰や花粉化石などを含有する層

はみられないが，地層の特徴や分布高度などから低位段丘構成層と考えられるト　　　　ニ

Ｃ－１　完新世＝沖積層，今治層［河成］

　今治層（いまばりそう，新称）

　命名者：五十嵐高雲・満塩大洸・鹿島愛彦(1995)

　模式地：愛媛県今治市南宝来町付近（Ｌｏｃ.6）

　分布：今治平野地下一帯

　層厚：　約30ｍ
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[コ　沖積層

昌謂・　基皿岩類

　　　　　図６．愛媛県蒼社川流域今治平野の地質図

数字はボーリングの位置．　ｄ－ｄト／ｅ－ｅ’は断面図の位置

［ｺ●土

匪m ≪t

匡ａシルト
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歯カ・ウ岩砂レキ

図７Ａ．愛媛県蒼社川流域の今治平野下の地質

　　　　断面図（ｅ－ｅ’）

位置は図６を参照．しｅは上流　ｅ’は下流方向

Ａ１，上部層　Ａ２，中部層　　Ａ３,下部層

Ｄ，三反地層（低位段丘）
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標高：　海抜約30 30 m　　　I　　　　　レ∧ﾌ………

本層は地表から観察できないので,レポーリ,ング柱状図=

域は今治市南宝来町付近とした（図６）．木層:は

た，木層,はその堆積相から，上部･し中部・下部に

面は今治平野において,＞蒼社川のほぼ上流か=ら下

面は蒼社川を横断しTご√今治平野をぽば北西部か

　本層は小椋・満塩ほか(1989)が今治平野下

ている√すなわち，上部は砂疎であり√中部ぱ

下部は砂喋懲ピートを挟む所が=ある。これjらの下位ぱいわ｡り

持力を持つ基盤となり，これは地表での

のであるよ　　　　　　　　，　犬

　　／　　　　　　　　　　つ　　　犬対　二比＞

次に，本地域の第四系と愛媛県中央部付近め第四系七くの

本地域には先段丘の堆積層はなく，高位段丘

高橋, 1980b)に対比され,ﾋﾟ松山F

れる｡さらに，三崎半島の三崎町

では襖鼻層（鹿島・高橋・満塩,十

執j.=･･1=･977)K･..よら･たがにタイプ地

ﾄ傑層' ･砂層ﾄ（泥層からなる．ま

7A ･ 7B)六万が√図7八のｅトＱ'断

あﾉりﾚ,……まﾀﾞ七く犬図7耳の=ｄこd①断

yで＼3分七かもyのjに合致し

C海進jによる海成砂層で，

回

ﾑのが地下に埋没している

　　ニ　＼　　＊海浜藻を含む　　　¨クサリノ藻屑を含む二………j……:ﾚ:=ご……;J =……=丿万宍………1万二ト]=ぐ…………:……=‥‥‥‥‥‥

また，本地域の中位段丘の大下層は√松山市で皿中位段丘堆積物ﾉ(鹿島□･＼高肩い1980b卜回に対比

れ，双海町では高野川層丿(高橋9ﾄ鹿島・満塩,上丿990)に対比灘ノれるレさちにレ三崎町付近懲は内され，双海町では高野川層(高橋9犬鹿島・満塩大1990)

浦層（鹿島ｴ･ｹﾞ袋瀬・満塩, 1993)丿こ,＞瀬戸町付近で

れる．　　　　　レノ　　　　　　　　　　　　　＼▽＼∧………ﾄ.11

　低位段丘の三反地層凪松山市周辺では低位段丘堆積物四‥I/

高橋､･満塩｡1991)に対比さ
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80b）が，ここで対比している他の地域ではみられない．

　最後に，完新世の今治層は愛媛県各地の沖積平野下の沖積層に対比され，四国島ではその全体の

概要がまとめられている（小椋・満塩・吉田, 1989)が，高知県土佐市では波介層に対比される

（満塩・野田, 1994).

蒼社川流域付近における環境の変遷

　蒼社川流域付近では，先段丘堆積物はみられない．しかし，中期更新世の高位段丘の玉川湖層の

堆積時には，蒼社川付近では高い海水準時であり，現在よりも約50mも高い所にあったと考えられ

る．しかも，その北側を東方に流れていたものであろう．

　また，中期更新世の中位段丘の大下層は海成の証拠は見られないが，古豊後水道海進時（鹿島・

袋瀬・満塩, 1991)には，海水準は約30mの高所にあり，この川はかなり広い幅で，現河床より約

30mの高所で，北北東へ流れていたものであろう．

　また，後期更新世の低位段丘の三反地層の堆積の頃では，この川は現河床より約10mの高度の所

を幅広く流れていた．しかし，現在の今治平野に出るまでは，この旧河川はかなり閉鎖的な谷筋を

形成していた．そのころの海水準は遂灘付近では，土佐湾での例に見られるように，約一120 mの

低い所にあった．他地域では，先段丘と高位段丘の形成時との間に大きな変動があり，更にまた，

中位段丘形成と低位段丘形成時との間にも大きな変動が存在した．

　完新世初期になると, -40m付近に海水準があり，瀬戸内海の海底の広大な平坦面を構成する．

そして，蒼社川流域では谷相から出たものが急激に平野にあふれ出して，扇状地的な地形と堆積物

を形成した．また，この付近での縄文海進は，平面分布では西端は高度的には約16m付近の今治市

別名付近にまで及んでいたと考えられる．その後の弥生時代の小海退を経て，現在の海水準になっ

ている．

お　わ　り　に

以上には，愛媛県東予地方，今治市及び玉川町の蒼社川流域において，第四系の新たな地層群の

定義を行い，さらに，愛媛県下の東・中予付近の第四系の対比について述べた．これらを要約すれ

ば，以下のようになる．

１）先段丘堆積物はなく，高位段丘・中位段丘・低位段丘の各段丘堆積物，及び，完新世の諸地層

　　を新定義した．

２）これらは高位段丘は玉川湖層，中位段丘は大下層，低位段丘は三反地層であり，完新統は今治

　　層である．

３）第四紀における蒼社川流域の環境の変遷にっいても述べた．

　今後も愛媛県下の第四系について報告する予定である．
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